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 本年前半までの主漁業の漁一況概要

漁業部.竹下克一

 カツオ漁況

 盛漁期である4月}6月幸での県下の(山川港並びに枕崎港)卒弩嵩盤並び
 に入港漁船数を咋年同月と比較して見ると(小型船のみ)第ユ図の様で4月の
 水揚高は昨年の:L5今。屯よP300屯余O多い1・850毛の水揚がなさやた
 が一最盛期た・る・5月では昨年のみ'手一・80毛に比ぺ6.uO屯少ないa770屯にギ
 ドまった。4月～6月迄'の合計では昨年の7-390毛に対し本年はZユ30I毛

 で約260屯少なく昨年の96筋てあつ一た。.ζの穣に癒獲量だけから見れほ昨
 年と大差なく。ユ隻当・雛盤にし一も昨年の・一・・竜に此へ本年は…竜一左
 '鳩差なふった口、然し例年は短期間の操業で入港し最盛期にはいわゆ号ピストン
 操業が行がふれるので声予が本年は操業日数が長く、見かけ上だ手ナあ昨年華み
 セあった・。一
 合本年。の実質藻葉総数・が昨年と変らない船数で操業がなされたとすれぱ次の様一

になる'

 操業1ヨ数で約

 漁獲量で1

一4.月

28彫増

 ユ6影増1

 5・月

 ユ2%増

 ユ8彩、

6月

5筋増

2砺増

計

 ユ。彫増

4影滅

 第1図カツオの漁獲量と入港隻数



 即ち4月では航海数セ圭壬昨年より約・三割長kな`1・漁獲はユ割余・しか増加
 せ.ず5月一では日数でユ割余n長くなnその上漁も2割近く悪Iかつ一た町6月.では昨
 年よn若干悪かったが大体昨年に近い漁一となO全体として本年はユ割～2割近・く

 昨年上n不漁で特に5月φ不漁が目立ったと春吾う・率1が出来る。
 こあ様'に本年の春漁が愚かつ.た原因についそ先ず考えられるのは4～5月質の冷
 水現象がある。

 本県近一海の水温は冬期・乱盈・上旬頃までは大・体平年並列.水温値を上、下して.いたが観
 月以降の水温の上昇簸騒一っても目立った上昇が奉く、.4月～5月・では2～3℃内
 外例年よn低い海域か多一かつ允。第2図の様に5拍く.なっても県西禰部海観は以
 然払て冷たく革垣局方要、には草垣冷触即ら㌧㍉しき島近海では今だ平・
 ℃二奪の球潟が残ってト有ポ・従って例矢き♪1季こしき畢r草牢～黒島方面にタγ労
 。群カミ見βれ、小型船で、偉璋帰n操業張.賀。筆われ・る二な=ど:活況幸皐す一るのであ・るが。、
 本年.はこの方面で孕・漁.揚力三ほと似ξ,鰹嘩き一一簗ず屋久島;以南の争であったので自然
 r航.当.n一の航海日数も牽磯た。棄藪I辛。.義勇嘆の盛漁期1には一蔀大型船.も近海域で
 操業する'のであ者が奉.安峨5月匝どはiI1牽鳶増港般1も踊られたかつ炎、』
 .商ユ碓年一の38年度冷水ヴ発達した.年塾霧噌同様涛漁1は番し.くなかやた。
 次に聞取一調査によれ晦肇.'確島以南でミg.軒嚢雀擁法師年≡よ。決して少ないとは思わ
 れないが、只、餌持群が多.=く曽根付1群一撃藪。濾す尋壌は例年に比べ非常に少なく、
 r流れ」を発見した時のみ好漁をなし=た撃こ寅…5繁一者が多かった様に餌持が例年よ廿
 n多く餌付が愚かった事.も今年η特徴中風.わ.れ多。

 才5図・  昨年』卒年4局上旬～ド幌美



 アジ・サバ漁況

 第3図法枕崎港に水揚げされた一中芦網による漁獲量っ昨年.と一.の洋較図.であ卓
 が各月とも昨年を上廻った漁睡が・な.さ一れ特に本科はム貝てジ.の漁が目・立って良=
 く冬期から引続いて5月事麦で鍾子島南～東北岸沖に準セムF,7岳ムロ・㌧サ
 バを中心に好漁が触・・ヘウルメ軌紬よ・好…漁をなした・
 叉ムロァ批次いで・～・月にはサノ沸が昨年よ。岬当曵かつむこれ直坤
 二軸業舳でな・近海の小型的サパ瞭でも同帥麗紳北側のサガ1.曽根附近
 が漁場..となり■航海当n3晩操業で芦トニ!岐上の瀞か多く晦年より約5～6割
 増の好漁であった。

斗3図  枕ム奇華峠汁;旋網つ象痘州/喝量



 れ図榊椴港1・恭順.†和峠・・イフ川=水場景

 近海釣サバ船の・5㌧6月の入港状況.

      3.9年40年

      .港一隻数水揚量隻数水揚量一
      ン4ワ17'6.2

      鹿児島11貫ユ;し3α2ユ435ユ8.O
      阿久根5月728-829848

      6一月・6.5■45.5?3身63.5
      I一.一一一■

      A計83.20Iム.5・292ユわ一42.5

 尚漁場の主体は前一記下一㍗.曽。摂であろたが。・月上旬雫宇治琴昂でも若干漁が
 見られ一たダ、'たいした事は牟かった!旦丈、本牟の操業船は種子島東沖の近海マ
 グロ延縄撫綿様県外小型鯛の進出が苧苧籔あつ㌣紬311倍にも達し・.
 一漁獲量ほ■,O(lOト干以上となりた?
 灸にアジに?し…てはユ月嶺までは香しくなぶったか本県南部海域では2月頃よ
 n好転し3一月～5月・迄は巾.着網は勿論湾内町八E目網、こ.しき方商㍗定置でも昨
 年よ・上廻る漁事があった1()1腕の定睦で.は香しくなかつ苧)北帥阿久撰
 港では引続いて4月頃ま一で昨年よn相当轟か.った・が5月年玉ワ始めて良くし5
 月の入荷量は昨年め4倍以上に達した。、(第・4図)



 ※アイワシ漁況.
 対イワシは昨年4月に一阿久根沖で始臓を見、6月よn激期に入n8月を最高

 に39年度.は488トンの漁獲を見て急激な漁獲量の増加とたづたので本年も
 期待されていたが6月中の水揚は今だユトソ内'外で昨年6月の40トンに比べ
 非常に少なく漁期が遅れているのかどうか現在のとこち今だ不明である。

 ※その他の漁況

 沖合マグロ錘網漁況について一は毎月資料を掲載してあるので省略するが、種
 子島東沖η小型延縄船は昨年割合好漁を見たので本年は各地よn多数の漁船が.
 集.まり相当賑わい、漁は昨年程ではなかった様であるが好漁した絡船もあn不

 撫年であったとは言えたい様である。

 その他近海では昨年ユ2月以来春期までご.しき島周辺を皮切一1に枕崎沖∵黒島
 ～佐多沖合のヨコワ曳縄漁が近年に先い好漁を見て漁期も例年より長く小型漁
 船は良かった様て1ある。叉、沿岸各地では冬期キビ十ゴ漁も本年は割合良かっ

 た事も本年の特徴の'つである?。
 次に熊毛地方の一トビウオ漁であるが、この漁業は熊毛地方にとっては重要な漁
 業である^で過去の資料の分析、調査船による調査等を.総合して本年度の漁況
 の見透しを立てたところ不漁年との見込みを立てなけれぱならたかった。漁は

 後半若干好頼した様ではあるが不幸にそれが適中した様で鑑終の集計を見なけ

 れば明らかでないが近年における最腫の漁獲量であった様である。.

 以上の様に本年上半期の撫況はカツオ、トビウオ等暖流.系I師の漁業に不漁が多
 く潟暖系統の漁業は冷水現象の為漁期の遅れた漁場も多かったが一般に好漁で

 あったと看傲すべきである葦。

 昭和39年度・のり養殖'概況

養殖一部

 /、施撃一数
 第ユ表に示す.よう阜県下ユ5.ケ所で.3301経営体が、網ヒビ64ユ4枚、女竹

 ヒビ^…本を鐘て吟ん干養殖し狂。一
 漁場ユ5ヶ所の5ち、本年はじめて試験的に養殖を始めたところが・国分漁協で

 前年度華殖した加世田・あい皮、加治木、高須揮況は本年は・養殖しなかった。
 経営体数は一般に増加の傾向を示し、330経営体と前年度より64経営体増

 えた。

5一



 網ヒビは出水あユ600枚増をはし串、各地区とも増加し、総数6400枚と・
 前年度(・・リ枚)の工β括と急増したド方・女竹とピは前年度と翠らず5
 590.OO本であった。・・'

 採苗舳こみると、紅ビのうち人工坪苗によるものが約ワ・%壬占め・年・璃
 加しているが、地元で?人工一抹革は僅か・・肌過きず・他県からの学殖ヒビに
 依存している。

 2、生産量一
 第2表に地区別の生産状況を示した;
 県全体の生産枚数は4ナ2万枚4・35〔し万円と今までの最高をあげたが、これ
 は網ヒビ数の増加によるもので、網ヒビユ枚当りの生産量は736枚と不良作と
 なっている。地区別の単位生産盤からみて出水、野ロー11内・岩本・垂水の5ケ

 .所は平均1g・雌内外と平年作柄をあ浄ているが・谷山・鹿鵬地皮が凶作と
 わたたやに庭平均が不良作となったもので概して普通作の年であったといえ手1
 館ユ表稗区別。採苗別ヒビ蜘ミ

         皇別経営体数、毒ヒ女㈱計十㌫地フ〔移殖1地兀移殖.移雅ピピの'採酋瑚…
         出水ユ57準φOO380鞭403〃605毛499佐賀熊本福岡.

         野口ユ7ユ90一〇OOユ90邑200

         東町86Oユ210127Ia300

         長島ユ950oo62ユエ2O出水.

         川内ユ2OOoユ20ユ20O串本佐賀

         串木野4O.Oユ30O.ユ30O

         手打4O.ユ2o.Oユ2o出水佐賀

         笠沙2O0O66o出水

         指宿6oユ4ρOユ4O出水

         岩本ユOoO36・36O熊本

         喜入ユ3ユOOO2838o熊本

         谷山37o0ユ8078g950O熊本出水

         歴児島2ワ0一45章o207750O貫本福岡仕出水・
         国分4一Oo0ユ5.ユ5O出水

         垂水ユ9..O5宮I92o.ユ44O出水

         言十,330工395一.53ユ903工584a4ユ45氏g09
         密漁協からの報資料によった 鴇漁協からの報音資料によった。

十.16



 第2表地区別生産量(農林統計より)

       晴生産箪(千枚)ヒビユ枚倫当字産竪備考       稔矧くろのりまぜのりあおのり計
       出水2ユ27.3ユ7269ユ.ユ8639ワ28984

       一'一

       野口185975.935265.3ユ338

       東町
       .一一■■''1

       '■I一

       長島2る344.7ユ0492

       川内ユ2ユ.730〃Oユ52.4.ユ2ワO

       串木野27.47-63Z38.4295

       .手打ユ.702o一1.9154

       笠沙

       指宿O.4o一ユOO・亨32

       岩.本一一43.OoO430ユエ94
       喜入474.7ユ4c2346i4

       .谷山28,OユOD.O38.040

       鹿児島全。oo→←一、1       国分0・0402

       垂水109-27.45810工74.61212

       計2655.51867.320224725.O736

 嚇漁協からの資料(手打、長島、国分、指宿)

 第3表鹿児島県の年産麟妊産状況

        年度経営体数生産枚数(千枚)網ヒピユ枚平均生産量(枚)備.考.
        昭屯30ユ16432-7農秣・統・計
        ■

        3195123α5〃

        321901378-1382〃

        33.ユ972199.2733〃

        3423093ム8467一〃

        35.25622σ二L3725〃

        36ユ993039.8ユ062水試一統計

        37268・4080.91482〃

        382663003.080ユ〃

        39330        一■47.25-O736撰休(.ユ部本試)統計`■.㌣
一7'



 3、昭和39年度の気象海況
 ○水温(本試資料)

 39年度漁期申の水温は一般に平年よりや㌧高目が続いて、3月にたって
 。平年値を下廻った。.Fig、ユに表すように。息平均水温は36～38年度あ過
 去3ヶ年よりも1℃内外高目を保?ていた。.

 ○気.温(鹿児島地区気象台資料)一Fig・2
 ユO～ユ2月の悶は平年並であったが1～2月が萬く書8年の不作年に似・

 た暖冬の年であ一った。

 ○降水量(気象台資料)一Fig,3
 ユO月はユ70一棚の多雨であったが、11月以降3月・までは60舳内外と

 .寡雨であった。

 O.日射盤(気象台資料)一Fig,4
 過去3ケ年に対比し一般に日射量ぽ大きく、特モこ発芽生長類の1ユ月に晴

 天か続き日射の強かったヒとがあげられる。一



 4.、39年度の漁期の特徴I

 ○採董期

 ユ。月の採苗期は水温の変動が激しく不安定な海況を示し、平年よ.りや』

 高目であった。出水堆区でio月上、中旬に室内採苗、中、下旬に野外採苗'
 が行なわれた。芽付きは野外孫酋で10㎜当り5～ユO個の平年並であった。

 概して本年はアオノリ類の着生が目立った。
0'生長期

 .出水地区の移殖芦ビ帖1ユ月下句に入って摘採がはじまらユ2月に一盛期を
 .迎えた。I鹿児島.湾地区は12月上句に僅かなところで手入れがあったが、.

 ユ2月†旬～ユ月上旬まで本格的た生産となった。.谷山、鹿喝島漁場では!
 リ芽の枯死、脱落が亭り、2次芽ど9奉行なったが生産に繕呼づかず凶作と
 なった。こ札らは芽イタミ、自グサレ等によ.るものと考えられた。一.
 ̂般に本年梓2次芽の生長が悪・く生産・に緕ぴつかな.かった。
 0本年度はノIリ生産麿がかなり低か』つたようで、幸年並の干出操作はノリの



 生長が導く、低張りしたヒビで順調性産を挙げたことが特徴である。
 ○アカグサ1ノは出水漁場でユエ月下旬からみえはしめ一たダ・蔓延す予三とな
 く大きな被害はなかったd“'。

 5;、率。販∴状況
 県漁連.主催による出水共販は36年産からはしまり4年目を迎えた。本年度
 は一ユ2月ユ3日を第1回に3月i日まで6回行なわれた。総出荷量は今ま1での
 最高を示し400万枚をなり総生産量の8与第を占めている。
 地k別出荷盤は8地主から出荷一され出水漁協が.92弟を占め、'前年度とほ1
 同様あ割合を示し、野口漁協5%、川内漁協ユ第、その他5漁協が3%となっ
.・て=ヤ{'るO

 共販による海苔の単価の泰動は第4表に示すように、一12∵ユ月中旬までの
 当初5回の共販がユO～ユ1円台であり、2月ユ日の第4回共販以降は次第に
 単価は下落・した。下落の主因は全国的な盗作と、漁期後半の海苔晶質の低下に
 よるものである。

 この出荷状況から推しても判るように、本牟の漁期は1月を盛期として、2

 月一一杯で終漁し・・・…年度は・月きで率販'が榊わh岬に対し・漁甲
 .が短か』ったことを示している。
 この.ことは前述したように、一2次芽網の生産不振によるものと考えられる。

第4表時期別共販状況

        くろのりあおのり合計        共販月日出荷量(千枚)平均単価'荷量(千枚)'均単価出荷量(千枚)平均単価円.
        ユユ2,ユ3406石ユエ.07406.3ユエ、o・7

        2ユ2,26596.810.095968.カO.09

        3ユ,ユ.8u63.?11.24O.34180.平6軸ユエ.24

        42,ユ765.28.466.95.69772.ユ8.44

        52,ユ563aO6.95ユ646.07648.46.93

        63,ユ378〃5-553583504ユ4.55.38

        合計3.94a79.265944。.534002.19.20

        第5麹漁協別出荷状況

        漁I協別く・・ろの・・り・あ一お一のり一。・合…計…一一        出荷回数一一出荷量(千枚)単.価(円)串満量・(千稜)単価(円)出荷量(千枚)単価(固)
        出水・63638.99.4558Z4.50.3βg惚9.36'

        野・口3206.86.59一一206-86,59

        」1内45ユ28.73^一5ユ28.73

        串木野25.48.54一一5.48.54

        谷山22686.75ユ.ユ6.OO2796.72

        垂.水16λ1ユ.20一'6.4ユエ.20

        .岩本ユ729.05''一729.05
        合計3942.7一9.26-5944,534り02.ユ9.20

        1「

第5麹漁協別出荷状況

 一ユO一



 定置観測く6月分)

養殖部

 旬別平均水温、・比重(満潮時〉

旬一

上

下

月平均.

 水.温℃

本年前句差

21.65+ユ.75

21.90+α25

22-58+O.68

 2202'斗26ユ

前年
同期差

一0.26

一〇一67

斗〇一02

一〇.26

平年差

一〇一03

'o.74

 一ユ.22

 一〇。66

 比重δユ5

本.年

26.57

25.40

25.66.

25.95

前句差

一〇一32一

 一ユ.ユ7

十〇.26

一〇.?9

削

同期差
一〇.58

 一=」6ユ

 十ユ・ユ芦
 一026j

平年差

 十ユ.95

 十ユ.77

 十a32

十906

.水温

 20.8～23-2℃と変動し上旬の上昇傾度は大きかったが、申～下句は横道

 い状態である。入梅と同時に降雨が続き水温の上昇も少珪い・ためと考える。月

 平均水温は22℃午前月よりa6℃.の上昇を示したが・平年僻よりα6℃低目

と

 な?た。



 ○比重

 2a9∴27.ユと大巾に変動した。申、下旬は降雨により変動がみられるが
 概して高かんを保っている。月平均比重は25.9で前月よりO-8、前年6月よ
 りα3ほど低目を示したが、平年I値より2。ユも高か牛であ?た。

 漁村のことわ`ざ一(その3)

北山易琴.

○てんどいほどい.

 獲れた魚を網元の承諾なしに綱予たちが勝手気ま」に戸内に持って撮るよう
 念場合に・てんどい寧どいと言う。
 ○うほら吹き

 自分の事を大風呂敷を拡げて請ず法螺吹きである。.・
○ウナギのぼり

 会社や官公署でよく見られることであるが、抜てき組でなざて1段1段と階
 段を昇るように年を遭うて上役に'昇進していくことである。丁度ウナギが水ゐ
 'した』るとこ一ろを這い」=るのに例えたもので・全国殉にいわれている言葉であ
 .る。
○ガネにどんぢ

 ガネはヵ二、どんちはくいを打ちこむ木製の大きな一挺である。句の意味は大・

 槌でカニを叩き潰した状態を言'ったのセあるが、叩か柞たカニは原型もないよ
 うにペツシヤンコになる。不漁に不漁・が'続いたところに台風で船を大破して
 再起不能というとき・ガネにどんぢだという。
 ○岩ウナ半のようなフロ

 淵になったところの岩石の.間に長さ1・5工nくらいの大ウナギがいる。

 鹿児島県では柱くらいに大きいこと瓜ら、ハシタ(一柱')ニウナギという。ま走川
 の主ということ竜茜ると'これは鈎をしかけても餌走けを取って容易にか.㌧らす
 婆も見せない。この餌だけ盗んで鈎にかkらないこ.とを人間に例えて悪がしこ
 いずるい人を岩ウナギの.ようなラロ(フロはやつの意)という。
 ○かれんよか船

 漁業は水ものといやれているが、事実同1二大きな船で同時に漁場に着いても。'・
 運のよい船は上く釣る。ろいていない船ばと一こへ行っても釣れない。このよう・
 一なつし、ている即ち運めよし・船'・を「かれの一よ.か船」という。.
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 不漁が続'・て経営菌難とな'った鉛を買取って漁業をしてもっいてい一なし、船は
 どこまで'もづいていない。仕込みをして出漁しても毎都海漁運に恵まれない。
 こんたときrかれの悪い船はやっぱり釣れない」一というI。

 進水のときに大漁旗を掲げると「旗を多くか'るち」というが、かるたと言う
 のは背負うということであるから「かれんよカ、」,は、辛題を背負っているという
 意味ではない・だろうか。

 {㌔、○取っセん取らず

 一'大漁をしても価格が安くて仕込み経費元々ということがある。所謂大漁貧乏
 である。獲れても儲けは何もない{損も得もない。俗にいう骨折損のくたぴれ

 儲けのとき取ってん取らずという。

 リ○魚取イのいつさん食い

 昔の漁師は宵越しの金は縁起が悪い。明日は明日でまた獲る。あるだけ飲ん
 'でしまえ、何本でもじや・んしやん持って来いと大尽風を吹かしそ飲んだといわ

 れるが、翌日が荒天とくればど5'にもで.きたい。屠っx.けもできずわぴしく肱
 枕で日和待ちをせね.ばな.らないのである。

 ∴これは酒だけに限ったことではたい。食物もこの調子で金あある間は米の飯に
 珍味佳肴、時化か続いてユ。目も20目も漁が左いと糧食となつて毎日借賢い
 馨しとなる。これ・がいつさん食いである。I

 鹿児島語一で1回ユ回とか、その場かぎりの場合いつさんというが、漁師たち一

 のこ1のような有るときだけ、その時だけの生汚を興った旬で明冒を或一は将来を
 考えないふしだらな食生活を「魚取いのいらさん食いというとIとがある」とい

 一つ千戒める。い?さ千のさんは算で・その場その場の精算という意味ではない
 だろうか。

 ○漁師の一升飯1

 農業は朝から夕方までの作業であるが沿岸漁業は風すぎ沖に出て宵から明け

 方まで操業して帰るのが普通である。従って食べる回数が多いことになるので

 沖に行くときは2回分の弁当とその他に夜食を持って行くのである。このよう・

 に漁駈は農家の人より食べる盤が多いと心くう句である。ユ・升というのはユ人で

 一ユ。外食べるとい亨のではなく、他の職業の人よ?も多く食べるという形容であ
 る。

 ○噴つごつI湧つごつ

 釜が湧いて熱い泡を嘆くように、また一巻闘からの湧水がこんこんと湧き出る
 ように魚が尽きることなく獲れ、或は増えるようにという意味で縁起のよい言
 葉一とされている。

 ○鋳は内之浦.きい
 内之浦は鹿児島県肝属郡内一之浦町である。音からブリ定置漁業の盛んな漁師

 町であったが、今は漁'業よりも東京大学宇宙空間観測所、所謂、東大のロケッ

 ト実験地で世界的に知られる一ようになった。
 往時は上方との交易が行なら一れていた』め、取引につれて漁船も目白の中古船

 をよく購入レていた。.し苧・し中古鉛のだ叶内之浦で使用した後はも1飾化
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 し七使用にIたえないの七曜船にせやばたらなかった。いうなれば内之浦惇漁船
 の最後の地一で差った。

 また上方の交・易船は豊後、日向雌・港に。寄滞して本土の最南端の内之.溝まで
 来て荷役をすませて引返していたbである。・
 内の浦ぎ・いのぎいは「まで」という一こ・とで、こ』まで即ち内之浦が最終港・とい
 早意味もある。.

(鹿児島県漁業公社専務取締役).

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

奄美通信
 ☆☆☆☆女☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆一

 ・!月から降嚇いた梅雨も本土より一年矛戸に晴れ亭がつ㌣九州や中甲地方
 の豪雨を二他所に連日華い目が競いている{=一
 六月末には全国資源保護協会長の田村博士が来島∵瀬戸内町多年の宿願である繭1
 一.上国立公国の調査をして貰ったとこ二ろ、海のきれい底ことそれに・.山の自然さなど

 、ぐ。亨。イや濠州の景観にも劣らぬとの事で瀬戸内.岡丁畢を大いに感激さしたのである
 か揮いての話しは道路の悪いことや、観光客を受入れる設備の整っていなvミごと
 それ仁余りにも本土から遠く.僻地であること等まだまだ国立公園の指定を受げ1る

 にぽほギ違いと1、う.ことgようである。
 国払園となると瀬戸組榊舳も謡1熱ミ島燃論の巳と徳ノ島、沖永良部島.
 喜界島.、.喜1論島の喬町村も一体となつて協力し合5必要があるようだし、今養毛
 の話し合いも差ること撹ろう。
 最近奄美大島への観光客や掌術調一査団は年々増えて{・ることだし、テ1ノビやヲ

 .ジオての紹介も多く・誠だよい機会のようだ。
 この機を逃がさす忍耐強く奄美の海のきれいなことや陸ではバナナやパイ.ンをし
 てクロト・γの島であることを木いに宣伝して一目も早く日本初の海上国立粂園を
 実現して貰いたいもqだ。

(前田)
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 .☆☆☆☆☆京☆幸☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆I
 ☆養魚場の動き

 ☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆京☆☆☆☆☆

 !、.概況
 水温は依然として低温状態で例年からすると平均で2～ζ1℃の低温・である。

 各魚種とも疾病も底く順調に成育している。
 枯ます配付ぽ9回行ない3孔000尾を売却した。
 ・あゆも順調に成長しているが水温上昇が遅れていること.k降車が多かった』め
 商品サイズ(50～60牙)丑こは今し憾らくかLる・6月5戸稚・あゆ30神幸
 購入した。

 こいの・第2回目の産卵は6月21ヨー行ない別義の成績であつ.亮。
 第ユ回分の穣ごいも現在2～ゑ5興に成長し7月神旬.には配付できそ巧である。

 2、飼育現況表

       魚種6月ユ日飼育数死負数解売数6月給餌量増重量7月ユ日飼育数

       穣∴童捗撤向鰍ユ尾・堺化尾尾37.OOOユエ23a侮'尾.707,590

       食用ます≡、腕2η勿25尾3.9佃4跳佃ム655佃3563・戸棚卸■一■
       親ます候補乞・・O尾3尾ユ石切尾島447
       親ます。68尾9尾82切止且2理9-ll一・・p一・苧
       あゆ560切28β44I尾坤33尾工3.6侮oユ,3ユ7切ビー{㌔ゴ。佃鵠86硯切(3-3,9ユエ尾)■一一■■
       親ごい200O126り侮尾200

       稚ごい・9缶O00尾≡02ユO危穏鰯78000餐。。。。b・尾'
 欝..・月・月穫あゆを.α・肋を購人し一た弗含む一。なお死負数鉛うち.i…6
 尾ao.切払輸送中及び放養稜に死亡した分を含んでいる。購入魚はユ尾平
 均40炉で7500尾で李つだ㌧
 嚇第2回産卵分87万尾との計、減耗等は取揚時でないと判明しない。

 3、給餌の概要

 6月の魚種別使用餌料は下表めとお一りである。
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      ■■一一一I

      椎ま青.一一一一'一一'■一一`食用I.ま.・㍉:親ま・す及.候補11
      ます餌付用焔2329.8佃煮(北周)粉・2?2,5昭一■■北洋魚載g

      '■I''一一I

      ・・〃稚魚用〃6-2一622.1まチ餌付粉末55Cます餌一付粉末'''一I一`''225
      〃〃盾3'901一ます成魚用粉末ユb5.oます成魚用粉末56C
      7イードオイ1ノレ274小麦粉ユ30.0小麦'粉675

      ,魚肝675魚肝40C
      ■一'1ます用ペレット伽250ます用デ1ノット雄560

      ビタミ.ン混合335ビタミン混合3.ユ2■'■^'ユ92      1一マツクラム氏塩

      nf-i8006、

      あゆ11期ごい稚ごい

      北洋魚粉'42卿勿こい用粉末■2㎎畑…志鵜苧      。あゆ用配合粉末27■O小麦942
      、小麦.粉ユ300ユベラフード○ユ22ユベラフ'一ド○ろ4
      鮮魚(あ1二)3230ビタミン混日=ユ221nf一ユ80〇二3'4
      魚肝(かつお)ユ66CI一こい用ヘレツト砺5I401

      摘要マツカラム氏塩はミネラル源で親まずにピタミ;ノ混合と共に卵質向上の摘要  マツカラム氏塩はミネラル源で親まずにピタミ;ノ混合と共に卵質向上の

 ためと健康維持のために与え・る。一飯斜に対レてユ窓。

 4“こいの産卵概要

 第2回目の球卵を6月ユ日行ない下表の成績で'あつた。

   産卵月目6月2日

   使用親魚碑坐尾数(警)ミ♂の尾数(璽:量)ユ5尾(2■一98切)   1山45(58.O切)
   ユ5尾■..`   産卵した♀の尾数

   産卵后の♀の減重量3.4808

   F塑算卵数エフ40.OO石粒'
   Iユ'.尾産卵数一ユエ6.OO磁
   .推定ふ化率(尾数)一一70男(工218,000尾)・
   一山■一一■■■放養尾数(ミジンコ池)5卵数の50系870000尾
   備考鞄寛卵数ユ可=ηrW-W^一、η=rnn1o例並佑師粉 備考碑算卵数N=n(WアWO)  n=500ユ身の平均卵数

 W=産卵前の♀重量

 W6=産卵后の♀重璽.
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 5、6月の水温変化

定点 一用水路

 自記水温計によるi目の平均値



 6、にじます稚魚の配付内訳

 6一月の種苗用ます.稚魚はユ尾5～68ものを下表の.とおり配付した。

    配付月日配付尾数記.付先

    ユ13ρOO尾串木野市松下彰

    6ユ55,00Q熊本県芦北癌湯之浦町岩間安妻一一■一一'
    6ユ6ユ2,OOO吉松町富.永良文久木田信夫一
    6ユ76,500谷山市白石良雄(代表・)

    6233,500吉松町宮田辰美

    6263,0QO霧島町森満政一

    28ユ,000熊一本県人吉市田野住友林業鮒    6川6一司・,・・O吉松町竹中次男
 7、指導

 指宿、山州、開聞、吉松、大口、薩摩町。當之城、川内～養魚指導

 埼樽、～;養.腺華甥及ぴ適一雄溺簸

 」一一一一、1.n、宇摩町、宮之城、川1勺…良.敗捕∠1

☆★★☆☆☆☆☆☆★☆☆☆☆☆☆
 ★業務概況.★
☆☆☆☆☆☆★☆☆☆☆☆☆☆☆☆

 ○漁棄部
一'誌7月定線観測

 期間7月6日～7月ユ3日

使用船照南丸

 担当者川上・I・・、市正∵1・.・・...、㌧白
鮒沿葦海底調査

 昨年こしき島海域め調査奉行ない輝榮用海図考作成したところ各地から要望
 望多く約300部を配布した。

 本年は隣接の野間池海域を二次に且って実施の予定で砺ユ次航海7月ユ9目
 ～?月3ユ日終了(担当者竹下克一,岩倉栄)

諸撤餌式魚礁試験
 こ和はエァ1ノーシヨンと徴綱撒餌の併用によって随時魚礁効果をつくらん
 とするもので、6月ユエ目ドユ9日迄の9日間照南丸をもって川尻沖合に於一
 いて誠一験を行なったが集魚効果を確認するに到ら一なかったので次年度は実施
 方法響検討の上継続の予定。(担当者岩倉栄)
 索サパ標識放流
 酉一海区水研φ用船て照市丸)によって6月23日㍗7月2日の間主として

 屋久島海域においてゴマサ.バの釣準を行ない、一約43-00尾放流した。7月
 末迄に放流位置附近一においてポツポツ再捕されつ』.ある。(担当者岩倉栄)
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 小型巾着網漁業試験並びに指麺
 κ16月27日～7月8日

 串木野市島平及ぴ鹿鵬叩海潟に妙で試験操業を行う。
 焔2ワ月24日～ワ.月3ユ日

 こしき島地区鹿島(里・)

 屋久島地区宮ノ捕者こて試験操業を行5。
 ・各地域・とも企業化の意1慾が旺盛であ一名

 使用船.かもめ
担当者川上命正

 ○養殖部

索鹿児島湾内一定点水質調査
 7月工3目～ユ6一日に指宿、垂水、牛根、赤水の4定点で採水したものに

 ついて一Skeユetonema。・,NannOchユ。ri-s,Chla・血yaOmonas',MicrO

 aユgae,Dana■iβユエa,MOnOC1ユrySiSの6種によるBiO-aSsayを

 実施した。(担当者瀬戸口勇'“山口..昭宣)
 書イセエビ、ワイロソプマ飼育

 7月14目桜島水族館水槽でふ化し左ワイロソーマ幼生を本試実験室に移

 し飼育申で、8一月2目一に第3回脱皮がはじまった。1

 (担当者山口明.宣、椎原久幸)
 書ノリ糸状体培養

 南日本産各地のアマノ・リ品種g糸状体培養幸継続中。
 7月下句に一部黄斑病の発生がみられ、塩化第一綱ユOppm.ユ2～24時

 間処理で防除・した。(担当者新村巌)

 ○製造部

 藷加工原料としての凍結イワシの凍結貯蔵に関する試験継続中。
(撞当者'是枝登)

 ㍑オキツノリたい色防止試験

 一オキツノリ製品の晶質保持のIため邸な処撃方法を検討・赤㍗線乾燥・箱
 詰の二者は暗室放置同様効果を示した。

 (担当者一石神一次男、是枝登)
携鯉加工試験

 高度利用のため糖濫I、味噌漬、くん製、こいこくを試作し、いずれも良品

 を得た。・一(1担当者石神・次男、.木下耕之進)
 モお先進地技術交流報告会(命久根市)(出席者石神次男)
 銚大隅地区指定工場指導(担当者石神次男、是枝登)

 索漁家担当生活改良普及貴及ぴ水産薬改良普及員合同研修開かる。
 7月3b日生改、水攻を対象にみりん干、塩辛、佃煮の製法につき合同
 研修。.(担当者製造都)



 ○調査.部

 鎗ハマチ人工餌比較試験

 供試魚釣・6・・尾を用いて・1・月中なPた餌付試験に引き坪き・養.
 成就駿を実癌中■ぺ・..(担当茸・一九万田一己、荒牧孝行)
 誰トラ7グ蓄養蜷死調査

 39年度沿岸漁業構造改曇事業の一環として、長島町漁協はトラフグ約
 4亨OO亭の蓄養をはpめたが・梅雨後の水温の上昇と共にテイクリトフォ
 ・一ヲの寄生が多くなgモP為ユ目的40尾程度の薙死が続出していそ㌧対策
 としてはネグボンの投与を継続中。(担当者荒牧孝行)

 的ハマチ病害対策指導

 本県のハマチ蓄養事業は垂水市を中心に約30万亭の蓄養を行なっている
 が・最近餌料鮮度の悪いもの宇投与し・その結果内臓障害を声こし・かなり・
 繁死がみられた。.現在、プラドリジンやグロンサン等の投与を行ない鑑死も

 減少している。7月末の1尾当りの大きさは2・OO分前後の大きさに成長。

 (担当者九万田一己`、荒牧孝行)

鵜水質分析'
 ハマチ蓄養試験地、,トラフグ蓄養場、種革センター適地調査等の水質、底

 質分折を行ない、現在資料整理中。

 (担当者上甲.忠男、弟子丸1修一、武田健二)

人事異動(水産試験場関係)

 ☆女☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆★☆☆☆☆☆☆☆

7月7目付

奔一大島分場琴(鹿児島早水産甲験場羊任研究員)
塩田正人

市鹿鵬県水産試験場主叩究員三1巨任大島分場長).
前田耕作

命鹿児島県水産試験塩庶務主任(旧任.身体障害者更生指導所庶務主任)
伊藤博

7月16日付

命鹿児島県水産試験場研究員
藤田無.,'弟子丸

命大島益場研究員(旧任

 命㌶嚢意主筆㍗

(旧崔大声分場研究員).
修,椎原久幸

鹿塒県水産試竿場岬員)
捷夫

 .(・旧任鹿児島県水産試験場主事)一
審山邦彦.'

一2-0一


